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※当社へＥＳＴＡ（電子渡航認証）の代行申請を依頼する方は、もれなくご記入の上、パスポートコピーと一緒にこの用紙を
係員へお渡し（送付）ください。
１． 米国の査証免除プログラムに基づき、米国への入国・通過許可を申請するには、下記の基準を満たす必要があります。
（１） 査証免除プログラム対象国の国籍を有し、有効な旅券を所持していること。（日本国籍は対象国の国籍）

（２） 観光または短期商用を目的とした米国入国あるいは通過であること。

（３） 米国での滞在期間が９０日以内であること。（滞在中に期間の延長や資格の変更はできません。）

（４） 査証免除協定に参加している航空（乗船）会社を利用し、有効期間１年以内の日本への往復航空（乗船）券、あるいは米国隣接国（カナダ、メキシコ、カリブ海諸国）以外の各国を最終目的とする航空（乗船）券を所持していること。

（５） 過去に査証免除プログラムの入国許可条件に違反していないこと。

（６） 訪問ビザ（B-1またはB-2）を所持していないこと。
	上記の基準をすべて満たしていますか？
	□
	はい
	□
	いいえ

	※1つでも用件を満たしていない場合、査証（ビザ）を申請する必要が生じます。
	
	
	
	


2． 下記のいずれか一つでもあなたに該当するものがありますか？
※下記の項目で「はい」とご回答された方は電子渡航認証が許可されない場合がありますので予め係員にお申し出ください。

	Ａ
	あなたは身体的あるいは精神的な疾患がありますか、あるいは薬物乱用者または依存症ですか、あるいは現在以下に挙げる疾病を患っていますか？（伝染病についてはsection361(b) of the Public Health Service Actに準じて規定されています）
	□
	はい
	□
	いいえ

	
	コレラ/ジフテリア/結核、感染症/疫病/天然痘/黄熱病R/ウイルス性出血熱、エボラ熱、ラッサ熱、マールブルグ熱、クリミア・コンゴ熱を含みます/重篤な急性呼吸器疾患は他者への伝染が可能で、死に至らしめる場合もあります。
	
	
	
	

	Ｂ
	あなたはこれまでに、他者または政府当局に対して、所有物に甚大な損害を与えるか重大な危害を加えた結果、逮捕または有罪判決を受けたことがありますか？
	□
	はい
	□
	いいえ

	Ｃ
	あなたはこれまでに、違法薬物の所持、使用、または流通に関連するいずれの法規に違反したことがありますか？
	□
	はい
	□
	いいえ

	Ｄ
	あなたはテロ活動、スパイ行為、破壊工作、または集団虐殺に参画しようとしたり、あるいは参画したことがありますか？
	□
	はい
	□
	いいえ

	Ｅ
	あなたはこれまでに、あなた自身または他者用のビザを取得するため、あるいは米国に入国するため、詐欺行為または不正代理行為を犯したことはありますか？
	□
	はい
	□
	いいえ

	Ｆ
	あなたは現時点で、米国での就労を模索していますか、または過去に米国政府の許可なく、米国で雇用されていたことがありますか？
	□
	はい
	□
	いいえ

	Ｇ
	あなたはこれまでに現在使用中あるいは過去に使用していたパスポートを用いて米国ビザを申請した際、否認されたことがありますか、あるいはこれまでに米国への入国を拒否、あるいは米国入国地での入国申請を取り消されたことがありますか？
	□
	はい
	□
	いいえ

	　
	「はい」の場合　　いつ？ 　　　　　年　　　月頃　どこで？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	
	
	

	Ｈ
	あなたはこれまでに、米国政府が許可した滞在許可期間を超過して、米国に滞在したことがありますか？
	□
	はい
	□
	いいえ


3． 米国が定めた免責事項及び権利の放棄に関する文面

	免責事項
	電子渡航認証システム（ESTA）は、法施行機関のデータベースとの照合を行ないます。ビザ免除プログラムを利用して米国に入国する全ての渡航者は、搭乗前にこのシステムを用いて電子渡航認証を取得することが義務付けられています。渡航認証申請が承認されている場合、渡航資格があることが証明されたことになりますが、ビザ免除プログラムに基づき米国に入国が認められることを証明するものではありません。米国に到着すると、入国地で税関国境警備局審査官の審査を受けることになりますが、ビザ免除プログラムに基づき、または米国法による何らかの理由で入国拒否と判定されることがあります。電子渡航認証の資格がないと判定されても、渡米のためのビザ申請ができないということではありません。あなた自身または第三者の代行者により提供されたすべての情報は、真実、かつ正確なものでなければなりません。電子渡航認証資格に影響を与える新しい情報など、何らかの理由によりいつでも取り消されることがあります。あなた自身または代行により提出された電子渡航認証申請において故意に重大な偽り、虚偽、または詐欺の供述あるいは表明を行なった場合には、行政処分や刑事処分を受けることがあります。

	権利の放棄
	私は、ESTAで取得した渡航認証の期間中、米国税関国境警備局審査官の入国に関する決定に対して審査または不服申立を行う、あるいは亡命の申請事由を除き、ビザ免除プログラムでの入国申請から生じる除外措置について異議を申し立てる権利を放棄する旨の説明を読み、了解しました。上記の権利放棄に加え、ビザ免除プログラムに基づく米国への入国の条件として、私は、米国に到着時の審査において、生体認証識別（指紋や写真など）を提出することにより、米国税関国境警備局審査官の入国に関する決定に対して審査または不服申立を行う、あるいは亡命の申請事由を除き、ビザ免除プログラムによる入国申請から生じる除外措置について異議を申し立てる権利を放棄することが再確認されるものであることに同意します。


4．上記内容について理解し正確に記入されましたら、ご署名をお願いいたします。
	宣誓
	私、申請者は、本申請書のすべての質問事項および記載事項を読み、または代読してもらい、本申請書の全ての質問事項および記載事項を理解したことを証明します。本申請書で記述した回答および内容は、私の知る限り、また信じる限りにおいて真実、かつ正確なものです。

	ご本人
ご署名
	（ふりがな）
	ご署名日

	
	
	　　年　　　　月　　　　日　


＊14歳未満の方の親または保護者がお子様の氏名でご記名の上、代理署名してください。  
【例】近鉄太郎  母代筆  近鉄花子　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2017/10/1改訂版）
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	氏名
	


（お願い）ご記入いただきました内容をもとに、英文またはローマ字で登録いたします。必ず漏れなくご記入をお願いいたします。
（2019/8/7改訂版）

	イラン、イラク、スーダン、シリア、リビア、ソマリア、イエメン、北朝鮮に2011年3月1日以降渡航歴のある方は査証手続きが必要となっております。

	【確認欄】　2011年3月1日以降の上記8カ国の渡航歴
	□　なし
	□　あり

	1 旧姓または別名をお持ちですか？

	
	□　はい
	□　いいえ
	

	※「はい」の場合は、旧姓または別名を【ローマ字】でご記入ください。（ローマ字の綴りが不明の場合はカタカナでも可。）

	
	（姓）
	
	（名）
	
	

	

	2 出生した都道府県および郡・市区町村名を【漢字およびカタカナ】でご記入ください。

	
	フリガナ
	
	

	
	
	都　道
府　県
	
	群
	
	市　区
町（マチ・チョウ）　村（ムラ・ソン）
	

	
	
	

	3 あなたのご両親の姓名を【ローマ字】でご記入ください。（ローマ字の綴りが不明の場合はカタカナでも可。）
※故人の場合や離婚をされている場合も必要となります。不明の場合は「不明」とご記入ください。

	
	父親
	（姓）
	
	（名）
	
	

	
	母親
	（姓）
	
	（名）
	
	

	

	4 今までに今回申請する国籍以外の国からパスポートまたはそれに準ずる渡航用の証明書を発給されたことがありますか。

	
	□　はい
	□　いいえ
	※「はい」の場合、その証明書（パスポート）の発給国及びその情報をご記入ください。

	
	（国名）
	
	（証明書の種類）
	□　パスポート
	□　その他（　　　　　　　　）
	

	
	（証明書の番号）
	
	（有効期限）
	年　　月　　日
	

	

	5 今回申請する国籍以外の国籍（二重国籍を含む）をお持ちですか？
※イラン、イラク、スーダン、シリアまたは北朝鮮の国籍をお持ちの方は査証手続きが必要です。また、米国籍をお持ちの方は、米国旅券にて入国手続きが必要となります。

	
	□　はい
	□　いいえ
	※「はい」の場合、別の国籍の国名とどのような経緯でその国籍を取得したかをご記入ください。

	
	（国名）
	
	（取得経緯）
	□　出生による
	□　その他（　　　　　　　　　）
	

	

	6 過去に今回申請する国籍以外の国籍（二重国籍を含む）をお持ちでしたか？

	
	□　はい
	□　いいえ
	※「はい」の場合、別の国籍の国名をご記入ください。
	

	
	
	
	（国名）
	
	

	

	7 あなたはＣＢＰ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｅｎｔｒｙプログラムのメンバーですか？ 
※日本国籍の方は対象国でないため、「いいえ」となります。

	
	□　はい
	□　いいえ
	※「はい」の場合、メンバーシップ番号をご記入ください。
	

	
	
	
	（メンバーシップ番号）
	
	

	

	8 あなたの国内連絡先（自宅）を【漢字またはカタカナ】でご記入ください。
	※レ点チェックもお願いします。

	
	（電話番号）
	
	□自宅
	□勤務先
	□携帯
	□その他
	

	
	
	フリガナ
	
	

	
	（自宅住所）
	〒
	

	
	
	
	

	

	9 国内の緊急連絡先を【ローマ字】でご記入ください。（ローマ字の綴りが不明の場合はカタカナでも可。）

	
	（姓）
	
	（名）
	
	

	
	（電話番号）
	
	

	

	10 米国以外の第三国へ向かうための乗り継ぎで米国へ入国しますか？

	
	□　はい
	□　いいえ
	

	※「いいえ」の場合は、下記「米国内連絡先」に【英文】で米国内にお住まいの友人、親戚、仕事関係者名をご記入の上、住所および電話番号も【英文】でご記入ください。該当者がいない場合は、滞在先ホテル名、住所、電話番号を【英文】でご記入ください。

	
	（米国内連絡先）
	
	

	
	（米国内住所）
	
	

	
	（電話番号）
	
	

	

	11 現在の職業を選択し、勤務先名を【英文】で、勤務先住所を【漢字またはカタカナ】でご記入ください。

	（勤務先名の英文が不明の場合はローマ字でも可。）
	※レ点チェックをお願いします。

	
	（現在の職業）
	□会社員、公務員、団体職員
	□会社役員、団体役員
	□自営業
	

	
	
	□主婦
	□無職
	□学生
	□その他（　　　　　　　　　　　）
	

	
	※会社員・公務員・団体職員・会社役員・団体役員・自営業の方は必ず下記に勤務先名【英文】および住所をご記入ください。
※主婦・無職の方で過去に仕事をされていた方は、以前の勤務先名【英文】および住所をご記入ください。
※自営業の方は事業所の住所をご記入ください。
※過去にも仕事をされたことがない方・学生等、勤務先名がない場合は、「なし」とご記入ください。
	

	
	（勤務先名）
	
	

	
	
	フリガナ
	
	

	
	（勤務先住所）
	〒
	

	
	
	
	

	


米国ＥＳＴＡ（電子渡航認証）代行申請手続きのための質問書








米国ESTA(電子渡航認証システム)　追加質問書








